
2022 7.15 Fri
13：00～15：00
参加方法： Zoomウェビナーにて開催（URLより参加）
   　　　 ※URL・パスコードはポータルサイトに掲載します。

 

Episode1. 氷期 ・間氷期の気候変動と
                   15 万年間の山火事の歴史

　地球温暖化が叫ばれて久しい昨今ですが，そも

そも地球の気候は長期的にはどのように変化して

きたのでしょうか。また，気候温暖化に伴って世界

的に大規模な山火事が起きていますが，日本でも

こうした山火事は起こるのでしょうか。これらに

ついて，日射量変動による長期的な気候変動を踏

まえて，琵琶湖の堆積物に含まれる小さな炭の研

究から明らかとなった過去15万年間の山火事の研

究例とともに考えてみます。

テーマ ：火に関わる自然環境と人の暮らし
　　　　　　　　　　　　　　ー地質時代と現在

 

Episode2. ボルネオにおける環境改変と
        〇〇〇〇　　　　　　人—自然関係

祖田　亮次 
文学研究科 　教授

井上　 淳 
理学研究科  准教授

　ボルネオは東南アジア島嶼部の中央に位置し、世

界一の生物多様性を誇る熱帯雨林を擁しています。

そこに暮らす先住民は移動を繰り返しながら、焼畑

や狩猟・採集、漁撈などに従事してきました。しかし、

20世紀後半以降、大規模な商業的木材伐採やプラン

テーション開発の波にさらされ、その生活・生業は大

きく変化しています。ボルネオはいわゆる人新世時

代の環境破壊を象徴する場所となりましたが、そう

した開発の進展の中で人々の生活の何が変わったの

か、変わらないのか、あるいは今後の展開はどう予想

されるのか、考えてみましょう。

Zoom開催

第７回

学内限定

  地球温暖化が顕著になりつつある現代において、

気候変動は人類や生物全体にとって生存に関わる

重要な問題ではありますが、その影響の範囲は多様

です。野焼き・山火事などの人類の歴史と共にあっ

た社会活動は、化石燃料の大量消費へとつながり、

自然環境を改変してきました。気候変動と人の営み

との関係を地質学と地理学の視点から考察します。

人新世における自然環境と人間の相互作用につい

て、一緒に考えましょう。

事務局学術研究支援部研究推進課

TEL:06-6605-3466（内線3466）

■プログラム
13：00～　開会の挨拶
　　　　　   櫻木 弘之 副学長

13：05～　イントロダクション
　　　　　　益田晴恵 特任教授

13：10～　講演
　　　　　   井上 淳  准教授

13：50～　講演
           　　　祖田 亮次 教授

14：35～　座談会
　　　　　　益田 晴恵 特任教授
　　　　　　井上 淳 准教授
                      祖田 亮次 教授

申込不要

大阪公立大学の研究者の世界

ファシリテーター

益田　晴恵 
 特任教授（学術URA）
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